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1. 犬の腰部交感神経幹の線維構成について
福山右門，仲西忠之，山口龍三郎，
佐藤英一郎(第 1解剖) 
6頭の犬について左側の腰仙部交感神経幹に含ま
れる神経線維をしらべTこ結果，次の成績を得た。な
お神経は福山法によりオスミウム酸固定染色し，扇
形細裂標本として観察した。 
1) 神経線維はし節間枝に最も多く (4，090)，そ
れより上下に向って減量する。 
2) 神経線維のうち 23.2~72.3% が有髄線維で，
残りが無髄線維である。 しかも ζの割合は L5より
上側の節間枝では 60%以上で， L6以下では 50%以
下である。
3) 有髄線維の量は L4節問枝で最大 (2，970)で，
それより上下K向って減少する。
4) 有髄線維の 84~95% は小径線維で，乙れが
主要成分であるが，その他に中径，大径，最大径線
維も少量ながら含まれている。これら有髄線維のう
ち，小径線維は交感性，知覚性線維の混合である
が，大径，最大径は知覚性線維で腰仙部交感神経幹
の全長に亙って含まれるが，なかでも L4節間枝に
最も多い。
5) 無髄線維は L 1から下になるほど多く ，S1節
開校lζ最高 2，816~乙達し， S2で激減する。 
2. 単一前根線維活動よりみたインプルスの伝達
について
本間三郎，海保 ft，石川行ー，
辰野治郎(第 1生理)
ネコの前根 (L7)から単一神経線維を分離し，切
断中枢端より活動電位を導出する。乙の際下肢筋の
うち伸筋であるヒラメ筋，排腹筋，屈筋である前腔
骨筋は遊離されているので，それら筋をそれぞれ伸
展してやると前根線維に活動電位の記録されるもの
がある。前根線維も単一化していくと明らかに例え
ばヒラメ筋を伸展したときにのみ反応を記録するよ
うになる。乙のときその前根線維はヒラメ筋を支配
する運動神経であることが確認される。
次lζ ヒラメ筋を支配する腔骨神経を電気刺激して
同様にしてその前根単一線維から反応を記録できる
が，電気刺激強度を関下に調整し，ある間隔におい
て二重刺激を与え，その際の反応の出現の態度を検
討した。これをヒラメ筋以外でも記録し，互にそれ
を比較した。 
3. 生体のサアブオ機構よりみた低周波電気治療
について
本間三郎，猪俣広，安藤毅，
矢作善一郎(第 1生理)
低周波電気治療によって運動麻痔治療が行なわれ
ているが，電気通流による他動的筋収縮による筋の
鍛錬にのみその効果を依存することはできない。筋
運動及び姿勢を調節しているものは神経系就中，中 
枢神経系の関与が必要で，それらの働きにより運動
及び姿勢が自動的に調節されている。神経系のう 
ち，最も重要なものは筋紡錘の感覚受容器とその反
射弓であるが，低周波電流によってこの感覚神経が
電気刺激された場合n:，自動調節機構の反射弓の回
復がもたらされることがある。この問題の基礎をな
す実験はネコについて行われ，それと同等にして人
間でも試み，その効果を報告した(本間，立岩 1960)
が，サルについて試みると量的な知見はネコよりも 
人聞に近いので今回はその点について報告する。
4. 宗虫病リケッチアの 1弱毒株について 
桑田次男，中島之徳(細菌学〉
新潟県信濃川沿岸の惹虫病流行地に発生した比較
的軽症の患者の血液よりハツカネズミを使用してリ
ケッチアを分離した。本株をハツカネズミの腹腔内
に接種すれば特徴ある粘張な惨出液を生ずるがハツ
カネズミをたおす事は少し染色標本でリケッチア
を証明出来ない場合が多い。発育鶏卵の黄嚢内に接
種すれば増殖し継代が可能である。感染卵黄嚢乳剤
をハツカネズミに接種すればネズミは死亡するが，
ハツカネズミを継代すれば再びネズミをたおきなく
なる。卵黄嚢を 7代継代したが特にリケッチアの病
原性を高めることは出来なかった。本リケッチアの
接種をうけて生き残ったハツカネズミは約 105LD50 
の強毒諒虫病リケッチアの両接種にも耐え，強い免
疫の生じている事が証明された。
